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家族に依存せず生活できるような介護サービスの一つとして
定期巡回・随時対応サービスが必要6
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定期巡回で受けれるサービス
◎介護士による定期訪問サービス

◎随時対応サービス（繋がる安心）
ボタンを押すだけのケアコール端末で24時間365日
いつでも連絡が取れ、オペレーターが
相談を受けたり必要に応じ介護士の訪問の手配や
看護師・主治医への連絡調整を行う。

◎随時訪問サービス（いざという時も安心）
転倒・転落時等の対応、急な排泄処理

◎訪問看護サービス
必要に応じて看護事業所との連携で服薬管理、褥瘡の処置
点滴の管理などを行います。
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入所前
・食事が十分にとれていない
・内服薬を自身で選んで飲む為、残薬にムラがある

入所中
・服薬管理は看護師にて実施
・職員の見守りがあるため生活リズムに問題なし

退館に向けて
の課題

・服薬の管理（自己管理は課題が残る）
・独居生活がどこまでご自身で可能か不明
・検査結果により一時帰宅になる場合もあり
・健康面の急激な変化に医療の目が必要
・食事面で食事量も把握が難しい

退館後

定期巡回導入
・服薬管理は看護と連携し確実に服用確認
・看護師による病状の管理
・食事が出来ているか配食弁当を開始し
食事量を把握
・可動域の把握とフォロー
・自宅へは一時的か継続かにもフォローできる体制

A様 定期巡回導入までの経緯
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定期巡回 導入効果

・ヘルパーによる定期的な訪問で服薬の見守り
で確実に服用きるようになった

・定期的な訪問によりご本人が出来ない生活の困りごと
に対応し、生活が維持でき在宅生活が継続できている

・看護介護の連携で体調の変化をICTを通じ
服薬管理や変更に対応することができ腰痛や嘔吐等の
急な体調変化も連絡がとれる体制でご本人の安心感を
得られている

・ご家族・CMもICTを活用し、近況を把握できる為
ご本人の状態をいち早く確認できる
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B様事例

排泄介助・安否確認

排泄介助・食事提供・モーニング
ケア・清拭・服薬介助

訪問入浴

排泄介助・食事提供・服薬介助

リハビリ 看護

排泄介助・食事提供

排泄介助・口腔ケア・ナイトケア
服薬介助
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